
○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

令和４年度 

災害復旧事業 

測量・設計業務委託積算基準 

令和５年７月１日以降適用 

【適用範囲】

第 １． この積算基準は、災害復旧事業における測量・設計業務委託に適用する。なお、

一定の計画に基づいて復旧する「一定災」、「災害関連事業」、「災害復旧助成事業」

には適用しない。

     また、令和５年７月 1 日以降起案する業務委託に適用する。

令和４年度 

災害復旧事業 

測量・設計業務委託積算基準 

令和４年１０月１日以降適用 

【適用範囲】

第 １． この積算基準は、災害復旧事業における測量・設計業務委託に適用する。なお、

一定の計画に基づいて復旧する「一定災」、「災害関連事業」、「災害復旧助成事業」

には適用しない。

     また、令和４年１０月 1 日以降起案する業務委託に適用する。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後
＜設計業務＞ ＜設計業務＞

【擁壁詳細設計】

第１７． 擁壁の安定計算が必要な場合に計上するものとし、擁壁の種別毎の 1 箇所当り
別紙単価第１４－１号表から第１４－２号表のとおりとする。

【Ａ、Ｂ表作成】

第１８． Ａ表、Ｂ表、簡易Ｂ表を作成する場合の 1 箇所当りの単価は別紙単価第１５－
１表から第１５－３表のとおりとする。

【査定補助】

第１９． 災害査定時において査定官（検査官）から指示された事項について、図面・数

量計算の修正補助を委託する場合は見積り（実績）により計上する。

【設計協議】

第２０． １回当りの打合せ協議単価は、別紙単価第１６号表のとおりとし、１業務当り

３回を標準とする。

【諸経費等】

第２１． 令和４年度業務委託積算基準に基づき以下のとおり算出する。

その他原価＝直接人件費×α／（１－α）

一般管理費等＝ {(直接人件費 )＋ (直接経費 )＋（その他原価） }×β／ (１－β ) 
 α：業務原価（直接経費を除く）に占めるその他原価の割合（35%）
β：業務価格に占める一般管理費等の割合（35%）

 また、電子成果品作成費を以下のとおり算出する。

電子成果品作成費※１（千円）＝６．９×（直接人件費※ 2（千円）） 0.45  

※１ 上限７００千円・下限２０千円、千円未満切り捨て

※２ 千円未満切り捨て

＜共通＞ 

【消費税等相当額】

第２２． 消費税等相当分を積算するものとし、当該金額に１円未満の端数がある時は

その端数を切り捨てた額とする。

【その他】

第２３． 本基準の適用範囲外のもの及び記載のない事項については、業務委託積算基準

総則、見積り等により、適切な積算を行うこと。

【擁壁詳細設計】

第１７． 擁壁の安定計算が必要な場合に計上するものとし、擁壁の種別毎の 1 箇所当り
別紙単価第１４－１号表から第１４－２号表のとおりとする。

【根固め工設計】

第１８． 根固め工の設計が必要な場合に計上するものとし、１箇所当り別紙単価第１５

号表のとおりとする。

【Ａ、Ｂ表作成】

第１９． Ａ表、Ｂ表、簡易Ｂ表を作成する場合の 1 箇所当りの単価は別紙単価第１６－
１表から第１６－２表のとおりとする。

【査定補助】

第２０． 災害査定時において査定官（検査官）から指示された事項について、図面・数

量計算の修正補助を委託する場合は見積り（実績）により計上する。

【設計協議】

第２１． １回当りの打合せ協議単価は、別紙単価第１７号表のとおりとし、１業務当り

３回を標準とする。

【諸経費等】

第２２． 令和４年度業務委託積算基準に基づき以下のとおり算出する。

その他原価＝直接人件費×α／（１－α）

一般管理費等＝ {(直接人件費 )＋ (直接経費 )＋（その他原価） }×β／ (１－β ) 
 α：業務原価（直接経費を除く）に占めるその他原価の割合（35%）
β：業務価格に占める一般管理費等の割合（35%）

 また、電子成果品作成費を以下のとおり算出する。

電子成果品作成費※１（千円）＝６．９×（直接人件費※ 2（千円）） 0.45 

※１ 上限７００千円・下限２０千円、千円未満切り捨て

※２ 千円未満切り捨て

＜共通＞ 

【消費税等相当額】

第２３． 消費税等相当分を積算するものとし、当該金額に１円未満の端数がある時は

その端数を切り捨てた額とする。

【その他】

第２４． 本基準の適用範囲外のもの及び記載のない事項については、業務委託積算基準

総則、見積り等により、適切な積算を行うこと。 



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

現地踏査 １箇所　当り

単位

人

人

箇所

（注）　１．現地の状況（川幅、水深、流速等）により対岸に移動することが困難な場合や、延長が重複する箇所が多く、

1箇所に対する延長が長大となる場合等上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

測量技師補 0.10

測量助手 0.10

＊＊単位当り＊＊ 1 　

施　工　内　訳　表

単価　第　2　号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

平面測量　　（見取り平面程度） １箇所　当り

単位

人

％

箇所

（注）　１．諸雑費は、平面図等の作成に係る材料等の費用であり、直接人件費の合計額に率を乗じた額を上限として計上すること。

（注）　２．平面図については、見取り平面図、または道路(河川)台帳、砂防基盤図等既存図面を利用するものとする。

（注）　３．現地の状況（川幅、水深、流速等）により対岸に移動することが困難な場合や、延長が重複する箇所が多く、

1箇所に対する延長が長大となる場合等上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

諸雑費 2.0 直接人件費の合計額に対する割合

＊＊単位当り＊＊ 1

施　工　内　訳　表

単価　第　4　号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

測量技師補 0.2
外業　０．１０
内業　０．１０

現地踏査 １箇所　当り

単位

人

人

箇所

施　工　内　訳　表

単価　第　2　号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

測量技師補 0.10

測量助手 0.10

＊＊単位当り＊＊ 1 　

（注）　１．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

平面測量　　（見取り平面程度） １箇所　当り

単位

人

％

箇所

施　工　内　訳　表

単価　第　4　号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

測量技師補 0.2
外業　０．１０
内業　０．１０

諸雑費 2.0 直接人件費の合計額に対する割合

＊＊単位当り＊＊ 1

（注）　１．諸雑費は、マイラー原図等の材料費の費用であり、直接人件費の合計額に率を乗じた額を上限として計上すること。

（注）　２．平面図については、見取り平面図、または道路(河川)台帳、砂防基盤図等既存図面を利用するものとする。

（注）　３．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

（歩掛新設）

写真撮影・写真整理（全景・起終点・被災状況・被災水位等写真） １箇所　当り

単位

人

人

人

％

箇所

（注）　３．諸雑費は、記録メディア等の消耗品費の費用であり、直接人件費の合計額に率を乗じた額を上限として計上する。

（注）　４．現地の状況（川幅、水深、流速等）により対岸に移動することが困難な場合や、延長が重複する箇所が多く、

1箇所に対する延長が長大となる場合等上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

諸雑費 8.0 直接人件費の合計額に対する割合

＊＊単位当り＊＊ 1  

（注）　１．全景・起終点・被災状況・被災水位等の写真を対象とする。

（注）　２．写真整理は、写真のつなぎ、必要事項の記入（起終点・距離NO.・延長・流水の方向・道路幅員等）を行うものとし、作成部数は１部とする。

測量技師補 0.26
外業　０．１３
内業　０．１３

測量助手 0.38
外業　０．１３
内業　０．２５

測量補助員 0.13
外業　０．１３
内業　－

施　工　内　訳　表

単価第 ８－１号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

根固め工設計 １箇所　当り

単位

人

人

人

業務

業務

（注）　２．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

単価　第15号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ｂ 0.30

技師Ｃ 0.30

技術員 0.20

＊＊計＊＊ 1

施　工　内　訳　表

（注）　１．査定用標準ブロックによる根固め工の設計が必要な場合に計上する。

＊＊単位当り＊＊ 1

写真撮影・写真整理（全景・起終点・被災状況・被災水位等写真） １箇所　当り

単位

人

人

人

％

箇所

施　工　内　訳　表

単価第 ８－１号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

測量技師補 0.26
外業　０．１３
内業　０．１３

測量助手 0.38
外業　０．１３
内業　０．２５

測量補助員 0.13
外業　０．１３
内業　－

諸雑費 8.0 直接人件費の合計額に対する割合

＊＊単位当り＊＊ 1  

（注）　１．全景・起終点・被災状況・被災水位等の写真を対象とする。

（注）　２．写真整理は、写真のつなぎ、必要事項の記入（起終点・距離NO.・延長・流水の方向・道路幅員等）を行うものとし、作成部数は１部とする。

（注）　３．諸雑費は、記録メディア等の消耗品費の費用であり、直接人件費の合計額に率を乗じた額を上限として計上する。

（注）　４．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

(歩掛削除)

Ｂ表作成 １箇所　当り

単位

人

人

箇所

施　工　内　訳　表

単価　第15－2号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ａ 0.10

技師Ｃ 0.40

＊＊単位当り＊＊ 1

（注）　１．美しい山河を守る災害復旧基本方針に基づき、Ｂ表を作成する場合に計上する。

（注）　２．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

簡易Ｂ表作成 １箇所　当り

単位

人

人

箇所＊＊単位当り＊＊ 1

（注）　１．美しい山河を守る災害復旧基本方針に基づき、簡易Ｂ表を作成する場合に計上する。

（注）　２．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。

施　工　内　訳　表

単価　第15－3号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ａ 0.10

技師Ｃ 0.20

Ｂ表又は簡易B表作成 １箇所　当り

単位

人

人

箇所

施　工　内　訳　表

単価　第16－2号表

名 称 ・ 規 格 な ど 数　量 単 価 金 額 備 考

技師Ａ 0.10

技師Ｃ 0.40

＊＊単位当り＊＊ 1

（注）　１．美しい山河を守る災害復旧基本方針に基づき、Ｂ表又は簡易Ｂ表を作成する場合に計上する。

（注）　２．上表によりがたい場合は、別途考慮すること。



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

＜災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について＞ ＜災害復旧事業測量・設計業務委託の積算数量の算出について＞



○災害復旧事業　測量・設計業務委託積算基準

新 旧 対 照 表

改定前 改定後

＜災害復旧事業測量・設計業務委託＿委託仕様書＞ ＜災害復旧事業測量・設計業務委託＿委託仕様書＞

(4)擁 壁 比 較 設 計：擁壁類等の内から３案を比較工種として比較検討を行う。 

(5)擁 壁 詳 細 設 計：擁壁の設計計算、設計図、数量計算、照査を行う。 

(6)A , B 表 作 成：美しい山河を守る災害復旧基本方針に基づき、Ａ表、Ｂ表、簡易版

Ｂ表を作成すること。なお、簡易版Ｂ表は、河床勾配が 1/60 より
急で、径深１ｍ程度の箇所で使用する。

(7)査 定 補 助：災害査定時において査定官（検査官）から指示された事項について、

図面・数量計算の修正補助を行う。

(8)設 計 協 議：設計業務を実施するにあたり打合せ協議を行う。初回、中間時、

成果品納入時の３回実施するものとする。 

(4)擁 壁 比 較 設 計：擁壁類等の内から３案を比較工種として比較検討を行う。 

(5)擁 壁 詳 細 設 計：擁壁の設計計算、設計図、数量計算、照査を行う。 

(6)根 固 め 工 設 計：査定用標準ブロックによりブロックの形式、設置範囲等について検

討を行う。 

(7)A , B 表 作 成：美しい山河を守る災害復旧基本方針に基づき、Ａ表、Ｂ表、簡易版

Ｂ表を作成すること。なお、簡易版Ｂ表は、河床勾配が 1/60 より
急で、径深１ｍ程度の箇所で使用する。

(8)査 定 補 助：災害査定時において査定官（検査官）から指示された事項について、

図面・数量計算の修正補助を行う。

(9)設 計 協 議 ：設計業務を実施するにあたり打合せ協議を行う。初回、中間時、成

果品納入時の３回実施するものとする。 


